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小学生による
ふるさとのツバメ総調査

石川県健民運動推進本部

• ふるさとの環境をみつめる

• 自然を愛護する心を育む

• 生き物に関心をもってもらう機会とする

調査の目的

• 調 査 員 全公立小学校 ２２５校

６年生全員約１３，０００人

• 調 査 地 石川県全域（各小学校の校区）

• 調査実施日 毎年５月１０日～１６日

（愛鳥週間）

調査概要

• ツバメの成鳥数

• 現在使用中の巣の数

（巣があった場所）

• 古巣の数

など

調査内容

調査の継続

昭和４７年から３９年間続いています。
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小学校でのオリエンテーション
調査の実施

ツバメのお宿シールを貼る 調査票と集計表

最新情報をホームページで公開

小学校の位置

報告書
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調査結果の公開

１ 結果をウェブ上で公開

２ データ集の作成

クリック

１ 調査結果をウェブ上で公開

石川県全体

小学校ごと

クリック

能美市立浜小学校のデータ
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能美市立浜小学校の推移グラフ 小学校ごとのツバメの巣があった場所

能美市立浜小学校

２ 小学生によるふるさとのツバメ総調査
データ集の作成

調査に関連して
実施していること

１ ツバメ学習会の開催

①ツバメ観察ダイアリーの作成

２ コンクールの実施

①ツバメのお宿シール原画コンクール

②感想文のコンクール

③記録・観察作品のコンクール

ツバメ観察
ダイアリーの作成
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ツバメのお宿シール

・ 玄関の戸を締め切っている家がとて
も多い。軒下にも巣を作れるような所
はないし、本当にツバメたちにとって住
みにくくなっている。

・ ツバメをみると平和な感じがする。

感想文

・ ツバメの巣はほとんど納屋の中に
あった。

・ ツバメ専用の窓を作っている人が
いた。

・ 地域の人が優しくインタビュー
に答えてくれて、「ご苦労さま」と
いってくれてうれしかった。

・ ツバメは、「町の環境が良い」という「印」
のような鳥だ。

・ 地球、人間、ツバメはみんなつながって
いるから、環境をこわしてはいけない。

・ ツバメを歓迎する心を持ち、自然や生き
物を大切にしていきたい。


